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1.　照明の目的は，物の見やすい状態 をつ くるこ とに

ある。照明と眼の関係については，多方面から研究 がな

されているが，第 １報におい てす でに形 の見 え方 が照明

距離といかなる関係にあるかについて報告し たので今 回

は，さらに形 の見え方が照明，視力によ ってどのよ うに

変化するかについて実験を行なっ たので報告す る。

2･　被験者は暗室に入 り眼が各実験照度 に十 分順応 し

た後実験にか かる。視標 からの最 大観 察距離 は５メート

ルとする。視標は2.0 のLandolt 環， 視 標面 の 照度 は

0.1～2000  ノレクスまで18段階とす る｡被験者 の視力は0.2,

0.4,  0.9,   1.5背景は 白色 と黒色，光源 はタングステン電

球。

3.　1） 高照度におけ る視力増加 は，視力 がよい ほど

大きく，低照度におい ては視力に 関係 なく見 え方 が低下

する。
2）Landolt  環の開きのはっきりわかる点と，開きが

どうにかわかる点の差は視力のよいほど大きい。

3） 物の見え方は照度の上昇に伴い増加ナる。ただし
数百ルクス以上数千ルクスの間で視力が増加する。
4） 背景ならびに視標の明るさも見え方に関係が深く

両者の対比が大きいほど見え方がよい。


